
平成26年度中間期の連結中間純利益は289億円と、通期の連結当期純利益の目標であ

る550億円に対して順調な進捗となりました。第二次中計に掲げる目標を踏まえ、引き続

き法人向け業務、個人向け業務の戦略分野に対して経営資源を積極的に投入することで、

新たな取り組みを加速し、業務粗利益の大幅な伸長による計画の達成を目指し、全力で取

り組んでまいります。

ステークホルダーの皆さまへ

代表取締役社長　当麻 茂樹
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平成26年12月

代表取締役社長
当麻 茂樹

平成26年度中間期においては、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動などにより、個人

消費や企業の生産活動の動きは概して弱いものとなりましたが、個人消費については消費税増

税後の持ち直しの動きが続いており、さらに雇用情勢は着実に改善、企業収益も全体としては好

調、消費者物価は緩やかな上昇を示すなど、日本経済は引き続き緩やかな回復基調を維持しまし

た。一方で、依然として駆け込み需要の反動の長期化や海外経済の下振れ懸念が景気の下押しリ

スクとなっており、引き続きこれらの動向を注視すべき状況にあるといえます。

このような事業環境のもと、当行は、特色ある事業基盤の確立、収益の増加と財務体質の一層

の改善など、第二次中期経営計画（第二次中計）に掲げる目標を踏まえ、個人向け、法人向けそ

れぞれの分野において業績の拡大に向けて積極的な取り組みを展開いたしました。

その結果、平成26年度中間期の連結業務粗利益は1,111億円と前年同期比で108億円増加し、

連結中間純利益も289億円と前年同期比で16億円の増益となり、通期の連結当期純利益の目標

である550億円に対して順調な進捗となりました。

このように、当中間期において着実な業績を上げることができましたことは、ひとえにステー

クホルダーの皆さまの多大なるご理解とご支援の賜物であり、心より御礼を申し上げます。

当行は、第二次中計において、顧客基盤の拡大と優良資産の積み上げにより業績を拡大し、持

続的な成長を遂げることを目指しております。計画の達成に向けた新たな取り組みは、さまざま

な分野で成果を結びつつありますが、これらを業務粗利益の拡大につなげていくことがこれから

の課題と考えております。今後とも、第二次中計に掲げる目標を踏まえ、引き続き戦略分野に対

して経営資源を積極的に投入することで、新たな取り組みを加速し、業務粗利益の大幅な伸長に

よる計画の達成を目指し、全力で取り組んでまいります。

皆さまの変わらぬご指導を賜りますようお願い申し上げます。
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